



















































6.4×6.3   




6.4×6.3   




5.8×4.6   
高3.2 17
梨本宮方子・李垠成婚
記念 大正9年5月 1920 










6 寺内34-13 脚付箱形ボンボニエール 寺内家紋
4.6×4.6   
高3.0 52 底面「越」「勝義」
7 寺内34-35 浄瓶形ボンボニエール 李王家紋
底径1.9   
高8.8 41 底面「漢美」   
8 寺内34-46 獅子鈕付蓋物形ボンボニエール 寺内家紋
径4.8   
高4.0 45 底面「純銀」「美」
9 寺内34-50 箱形ボンボニエール 李王家紋 4.2×5.4   高1.9 57 李王歓迎晩餐会 大正6年6月15日 1917 
10 筑波21 重ね色紙形秋草牡丹文ボンボニエール 久邇宮家紋
5.4×5.4   
高2.2 96
久邇宮智子女王・大谷




径6.7   
高2.0 80
皇太子（今上天皇）・












4.0×5.3   
高1.7 61 高松宮宣仁親王成年式 大正14年1月 1925 





3.7×7.0   



















寺内閣・第二次桂内閣）。明治 43 年（1910）より韓国統監、同年 8月 22 日の日韓併合後 10 月１日に朝
鮮総督府が設置されると、初代朝鮮総督に就任した。翌明治 44 年（1911）には韓国併合の功により伯







刻印を伴わない資料　　　  ―　試料番号 1、2、6、7、9、10




試料番号 12 と試料番号 15 は同形のプロペラ形ボンボニエールであるが、発給された祝宴が異なる。
さらに試料番号 12 は「純銀」、試料番号 15 は「銀製」と刻印に差異がある。両者の比較により、刻印
による差異を確認することが出来る。





















塗彩により胎質が不明の資料　　　　　  ―　試料番号 3、5
試料番号 4は、昭和 16 年（1941）の三笠宮崇仁親王・百合子妃の婚儀饗宴のボンボニエールである。

























分析は、神奈川大学理学部化学科（神奈川県平塚市土屋 2946）にて、平成 27 年（2015）7 月 21 日お




定量法 : バルク FP法
分析条件 ; ①励起電圧 50kV、管電流 4μA、
②励起電圧 15kV、管電流 52 μ A
 ①・②共に測定時間 300 秒、X線照射径φ 2.5mm、真空雰囲気







































銀（Ag）、金（Au）、銅 (Cu)、亜鉛 (Zn) 等に加え、表面付着物や銀の表面に生成し易い硫化物被膜等に







表 3に、銀製とされている 12 点について、銀および副素材等として使用されている可能性のある銅・
金・亜鉛のみを抽出して銀の含有率を再計算した結果を示す。









面の測定結果 ( 分析番号 10_3) を参照すると、ここでは銀がまったく検出されておらず、銅および亜鉛
が主体の合金、すなわち真鍮（黄銅 brass）であることが判明した。推定される亜鉛の含有率は 30%弱で、









































































1  学習院大学史料館 HP「ボンボニエール図鑑」（http://www.gakushuin.ac.jp/univ/ua/records/
special02/）に掲載されている点数（2016 年 1 月現在）。
2  長佐古美奈子「ボンボニエールを読み解く―歴史資料としての視点から―」（『学習院大学史料館
紀要』21 号　学習院大学史料館　2015 年 3 月）
14
長佐古美奈子『ボンボニエールと近代皇室文化―掌上の雅』（えにし書房　2015 年 11 月）




5  秩父宮妃勢津子『銀のボンボニエール』（主婦の友社　1991 年）
6  工藤美代子『母宮　貞明皇后とその時代』　（中央公論新社　2007 年　76P）
7  「大正 6年　用度録」（宮内庁書陵部宮内公文書館　識別番号 847-14）
8  註６に同じ。
9  文部科学省ＨＰ　科学技術・学術審議会  資源調査分科会 「 文化資源の保存、活用及び創造を支え
る科学技術の振興 >　第 2章　文化資源の保存　1　文化財保存技術　―文化資源としての文化財
の修復について」―独立行政法人文化財研究所　東京文化財研究所修復技術部長　青木　繁夫




11  「大正 14 年　用度録１」（宮内庁書陵部宮内公文書館　識別番号 7701-1）　
12 註７に同じ。 
